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Ⅱ. 1 つ以上のランダム化比較試験による 
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目的 皮膚原発扁平上皮癌で所属リンパ節転移を認める症例の治療成績を

検討する。 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング Memorial Sloan-Kettering Cancer Center 
対象者 皮膚原発扁平上皮癌で領域リンパ節転移を認めた 45 例 

平均年齢：67 歳（37-85 歳） 
原発部位：耳、耳下腺部(35％)、前頭部(26％)、鼻(17%)、その他 

対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （3） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （3） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （14） 

介入（要因曝露） 手術：頸部郭清術（41 例）、耳下腺のみ摘出（4 例） 
放射線療法： 
外部照射 36 例（34-71 Gy、平均 60 Gy）、組織内照射 5 例 
放射線療法施行せず 9 例 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 
1 局所制御 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
2 生存率 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

45 例中 228 例が再発 
再発部位：8 例（局所）、11 例（領域リンパ節）、8 例（遠隔） 
2、5 年生存率：33％、22% 
頸部リンパ節の病期が最も予後に相関していた。 
2 年生存率：放射線療法施行群(33%)、非施行群(34%) 

結論 

領域リンパ節転移を来している症例の予後は集学的治療を行っても

不良である。術後放射線療法の意義も明らかにできなかった。 
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